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広報よもぎた

七
月
二
十
七
日
、
自
治
会
対

抗
第
三
十
九
回
村
民
体
育
祭

が

村
総
合
運
動
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。午
前
八
時
四
十
五
分
、
花
火

の
合
図
と
と
も
に
、
選
手
団
の

入
場
が
始
ま
り
、
趣
向
を
凝
ら

し
た
衣
装
や
交
通
安
全
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
手
に
行
進
し
ま
し
た
。

好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、

幼
児
か
亘
高
齢
者
ま
で
、
各
自

治
会
の
栄
誉
を
か
け
て
、
障
害

競
走
、
綱
引

き
、
リ

レ
ー
な
ど

十
七
種
目
の
競
技
に
撓
み
、
応

援
の
テ
ン
ト
か
ら
、
盛
ん
に
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
心
地
よ
い
汗
を

流
し
な
が
ら
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
は
、
今
回
か
ら

始
ま
っ
た
長
縄
跳
び
や
少
年
リ

レ
ー
、
高
齢
者
障
害
競
走
な
ど

五
種
目
を
制
し
た
中
沢
自
治
会

が
、
見
事
三
年
連
続
の
総
合
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

村民体育祭● 2
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玉松海まつり’9

7 
どっと8,000人繰り出す

。玉
松
海
ま
っ
り
回
”
が
、
８

月
３
日
、
玉
松
海
水
浴
場

で
行

わ
れ
、
約
８
、
０
０
０
人

の
海

水
浴
客
や
ゲ
ー
ム
参
加
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

好
天

に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、

主
催
者
の
坂
本
祐
一
村
観
光
協

会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
花
火
の

合
図
と
と
も
に
、
宝
さ
が
し
ゲ
ー

ム
が
始
ま
り
、
砂
浜

に
埋
め
ら

れ
た
封
筒
を
探
し
出
し
、
テ
ン

ト
や
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
な
ど

の
賞
品
と
交
換
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
ラ
ム
ネ
早
飲
み

大
会
、
水
を
入
れ
た
風
船
を
交

互

に
キ
ャ
ッ
チ
す
る
爆
弾
ゲ
ー

ム
、
ど
ろ
ん
こ
幅
跳
び
、

ビ
ー

チ
フ
ラ
ッ
ク
ス
な
ど
が
行
わ
れ
、

た
く
さ
ん
の
商
品
を
手

に
、

そ

れ
ぞ
れ
の
ゲ
ー
ム
に
参
加
者
凪

一
喜
一
憂
し
て
い
ま
し

た
。

ま
た
、
建
設
省
青
森
工

事
事

務
所
主
催
に
よ
る
抽
選
会
で
は

浮
き
輪
や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
な
ど

の
賞
品
が
当

た
り
大
好
評
で
し

た
。
同
時
に
、
青
森
海
岸
の
歩

み
を

パ
ネ
ル
に
し

た
写
真
展
が

行
わ
れ
、
変
り
ゆ
く
海
岸
を
熱

心
に
観
賞
し

て
い
ま
し

た
。

玉松海まつり'97●4



医療保健制度・老人保健制度改正のお知らせ

①平成 ９年 ９月 １日より外来時 の薬剤費 が変 わります

平成９年９月↓日より病気やヶがで外来診療を受け、薬剤を処方して

もらうとき、これまでの定率負担（老人保健は定額負担）に加え、その

日数や種類数に応じて、別途負担していただくことになりました。

その負担額は以下のとおりです。

外来時薬剤の一部負担　平成９年9月１日～

※外用薬とは、皮膚や粘膜に塗ったり、

はったりする薬です。とん服薬とは、

解熱剤や鎮痛剤など何回にも分けな

いで、必要なときに１回で飲む薬で

す。

※住民税非課税世帯等で老齢福祉年金

を受けている人および６歳未満の乳

幼児は、左記の負担が免除されます。

i*ijmh(i a四

１種類 …………………O 円

２～３種類……………30円

４～５種類……………60円

６種類以上 …………100 円

m 闇 霆罰

１種類……………………50円

２種類…………………100 円

３種類以上 ……………150 円

．譖 弓　泪ｉ ．

１種類……………………10円

② 老 人 保 健 の 一 部 負 担 金 額 が 変 わ り ま す

老人保健でお医者さんにかかるときの一部負担金が、平成９年９月１日よ

り以下のように変更されます。

窓口で支払う一部負担金

改正前 改正後

※入院時の食事代は別途負担

になります。

※外来時の薬剤は上記のとお

り、別途負担があります。

※入院時の一部負担金の額は、

平成10年度1,100円、平成11

年度1,200円となります。

外来

入院

１か月　1/020円

１日　　500 円

同じ医療機関において1か月4回

まで負担します(最高2,000円)。

１日　　　710円

老齢福祉年金受給者で住民税

非課税世帯等の人は１日300

円（2か月間の限度）です。

１日　1,000 円

老齢福祉年金受給者で住民税非

課税世帯等の人は１日500 円で

す。

計算上の注意　●医療機関ごとに計算します。

●同じ医療機関でも歯科と他の診療料は別々に計算します。

●総合病院では診療料ごとに計算します。

▼お問い合せ先　蓬田村役場　住民課　容（内線2 3 7)

5●医療保険制度改正について
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カメラ ア　イ

清掃奉仕ありがとう

本
格的な観光シーズンを向えた７月18日、蓬田

小学校青少年赤十字団（小学４年生以上の児童）

と高齢者教室生約250名が、玉松海水浴場と玉松

台を清掃奉仕しました。

高齢者の人たちは、草刈機や鎌を手に児童は、

ビニール袋を片手に空き缶や紙くずなど海辺のゴ

ミを拾い集めました。

真夏の焼けるように暑い日差しのなか、海水浴

場・玉松台はすっかりきれいになりました。

奉仕活動、大変ご苦労様でした。

海水浴場や玉松台周辺は、年々施設整備が進み、

連日多くの観光客でにぎわいをみせています。芝

生の上での直火は絶対やめ、ゴミを持ち帰り、観

光地の保全に努めましょう。

郡老人スポーツ大会

７
月16日、村総合運動場において第20回東郡老

人スポーツ大会及び第17回東郡老人ゲートボール

大会が開催されました。

東郡６町村から参加した約250名の選手は、玉

入れ、ボール送りなど９種目に熱戦を繰り広げま

した。

また、応援のテントからは、熱い声援が送られ、

交流しました。

競技結果は、スポーツの部で平舘村、ゲートボー

ルの部で今別町がそれぞれ優勝。蓬田村チームも

タイヤ転がしで１位になるなど健闘しましたが、

スポーツの部３位、ゲートボールの部４位の成績

でした。

カメラアイ● 6



交通安全マスコット配布

７ 月2m （月）村交通安全協会（坂本登

会長）は、村交通安全母の会（山舘洋子会

長）、交通少年団、坂本助役、鎌田蟹田警

察署長はじめ関係者50名の参加のもと、玉

松海水浴場前の国道で道行くドライバーに、

手づくりマスコット、チューインガム、あ

め、チラシを配布し安全運転を呼び掛けま

した。

当日は、快い天気に恵まれ、制服姿がり

りしい交通少年団の「‾シートベルトを忘れ

ず、安全運転を心掛けて下さい」の言葉に

ドライバーも笑顔でこたえていました。

懐かしい味　きいちご

８ 月 工日、 広瀬川上流の黒滝へ取材に

行きました。

途中、 道端にきいちごが真っ赤 な実を

つけていました。

手に取り食べると、 小さいころの懐か

しい味がしました。

数十年前の夏休み

・オニヤンマ、ギンヤンマのトンボ捕り

・ブス玉の竹鉄砲づくり

・カラスウリでのちょうちんづくり

今は、テレビゲームやタマゴ型ゲーム……

私は老いたのか？

子ども会リーダー研修会
ﾎ 寸
子ども会リーダー研修会（中央公民館主催）

が、７月29 日から２泊３日の日程で、玉松海水浴

場を主会場に行われました。

各地区子ども会から推薦された小学４年から中

学２年までの32名が、リーダーとしての役割や心

構えについて学びました。

テントの設営や野外炊飯、自然観察ナイトウォー

クなどを行い、特にキャンプファイヤーでは歌や

ゲームで最高の盛り上がりをみせました。

また、三内丸山遺跡では、粘土で板状土偶づく

りに挑戦し、出来栄えを競い合いました。

小雨に降られたものの、子ど もたちは、 ３日間

の研修を有意義に終えました。

7　●カメラアイノ川柳北緯41°
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じょうぶな歯は

健康のみなもと

成人老人歯科検診実施結果から（2）

じ
ょ
う
ぶ
な
歯
で
食
事
が
で

き
る
こ
と
は
健
康
の
源
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
６
月
号

で
お
知
ら
せ
し
た
、
昨
年
度
の

成
人
老
人
歯
科
健
診
結
果
の
続

き
を
紹
介
し
ま
す
。

●
自
分
の
歯
を
長
持
ち
さ
せ
る

た
め
に
心
掛
け
て
い
る
こ
と

（
図
１

．
２
）

「
特
に
な
い
」
人

は
受
診
者

の
７
割
で
圧
倒
的
に
多
く
、
何

ら
か
の
工
夫
を
し
て
い
る
人
は

わ
ず
か
３
割
の
人
た
ち
で
し
た
。

工
夫
し
て
い
る
内
容
に
つ
い
て

は
、
歯
磨
き
に
関
す
る
事
が
一

番
多
く
、
次
い
で
、
甘
い
物
を

食

べ
な
い
等
食
事
に
関
す
る
事

ま
た
、
悪

い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば

す
ぐ
治
療
す
る
等
の
歯
科
受
診

に
関
す
る
事
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

図１　自分の歯を長持ちさせるた
めに心掛けていること

診

察

結

果

か

ら

図２　歯を長持ちさせるため
に工夫している内容

●
年
代
別
、
歯
の
数
に
つ
い
て

現
在
、
自
分
の
歯
が
ど
の
位

あ
る
か
を
年
代
別
に
み
た
も
の

が
図
３
で
す
。
人
の
歯
は
全
部

で
2
8本
あ
り
ま
す
が
、
歯
槽
膿

漏
や
む
し
歯
な
ど
が
原
因
で
4
0

代
か
ら
抜
け
始
め
、
村
の
5
0代

の
人
は
歯
の
６
割
を
失
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
早
い
人
で
は
4
0
代
か

ら
入
れ
歯
の
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
8
0歳
で
2
0

本
の
歯
を
残
そ
う
と
い
う
膤
呪

2
7呪
運
動
を
す
す
め
て
い
く
に

は
、
3
0代
・
4
0代
の
う
ち
か
ら

歯
を
長
持
ち
さ
せ
る
努
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
む
し
歯
や
歯
科

処
置
が
さ
れ
て
い
な
い
健
康
な

歯
の
数
は
、
3
0代
以
降
は
現
在

の
歯
の
数
の
約
半
分
で
す
。

図３　現在の歯の数について（年代別平均）●
入
れ
歯
・
ブ
リ
ッ
ジ
の
利
用

総
義
歯
を
使
っ
て
い
る
人
は

（
上
下
、
ま
た
は
上
部
の
み
、

下
部
の
み
）
、
全
体
の
4
5・
８

％
で
し
た
が
、
部
分
的
に
義
歯

を
必
要
と
す
る
人
は
2
3・
６
％

で
し
た
（
図
４
）
。

※
治
療
を
必
要
と
す
る
内
容

に
つ
い
て
は
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

図4　入れ歯･ ブリッジの利用について

7月10日、蓬生会のしゅん工祝賀

会

（蓬生園中庭）

お　知　ら　せ

平成９年度　いい息・長いき

青森保健所呼吸教室

・日　時：平成９年８月22日（金）、９月19日（金）

・時　間：いづれの日も午後１時30分～３時30分
・場　所：青森市八甲荘「王鈴の間」

・対象者：過去に呼吸教室を受講したことのない肺機能障害者
・内　容：呼吸法実技・社会福祉制度の講話等
・お問い合せ先：実施前日までに、青森保健所予防課

00177  ― 41 ―8116
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お
年
寄
り
の
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
紹
介

第3

回

蓬
田
村
高
齢
者
等
住
宅
改
造
助
成
事
業

蓬
田
村
の
保
健
福
祉
計
画
を

作
成
す
る
に
あ
た
り
、
六
十
五

歳
以
上

の
高
齢
者
を
対
象
に
し

た
実
態
調
査
の
中
で
、
自
宅

の

建
物
の
中
で
不
便
を
感
じ
て
い

る
場
所
の
一
位
が
ト
イ
レ
、
二

位
浴
室
、
三
位
階
段
、
四
位
玄

関
、
五
位
台
所
で
し
た
。

高
齢
者
の
骨
折
、
転
倒
事
故

が
自
宅
内
で
起
こ
る
こ
と
が
最

も
多
く
、
段
差
の
解
消
、
手
す

り
の
設
置
、
車
イ
ス
で
も
生
活

で
き
る
住
宅
環
境
な
ど
、
高
齢

者
が
生
活
し

や
す
い
居
住
環
境

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
蓬
田
村
は
、
脳
血
管
疾

患
を
原
因
と
す
る
障
害
で
、
寝

た
き
り
と
な
る
場
合
が
多
く
、

保
健
活
動
も
脳
卒
中
予
防
、
寝

た
き
り
予
防
に
力
を
入
れ
て
き

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

村
内
の
障
害
者
や
寝
た
き
り

者
の
家
庭
を
理
学
療
法
士
・
保

健
婦
・
ヘ
ル

パ
ー
等
が
訪
問
し

家
屋
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
九
割

が
改
造
を
必
要
と
し
、
住
居
の

環
境
が
寝
た
き
り
の
一
因
と
な
っ

て
い

る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

浴
室
・
ト
イ
レ
・
廊
下

の
手

す
り
設
置
や
敷
居
の
段
差
解
消
、

和
式
便
座
か
ら
洋
式
便
座
へ
の

交
換
な
ど
、
室
内
の
ち
ょ
っ
と

し
た
改
造

が
、
高
齢
者
や
障
害

者
の
日
常
生
活
の
自
立
を
促
す

洋式便座に安全手すりを取り付け、入り

口にも、縦に１本手すりをつけた例です。

こ
と
に
つ
な

が
り
、
「
自
分
で

で
き
る
」
と
い
う
自
信

に
も
な

り
ま
す
。

本
人
の
自
立
支
援
と
介
護
者

負
担
の
軽
減
、
村
の
寝
た
き
り

者
を
減
ら
す
こ
と
を
め
ざ
し
、

蓬
田
村
独
自
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
、
こ
の
事
業
を
平
成
八

年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
昨

年
度
は
七
件
の
利
用
が
あ
り
、

現
在
、
三
件
取
り
組
み
中
で
す
。

対
　
　
　

象
　
　
　

者

①
住
居
内
で
の
生
活
動
作
（
歩

行
、
排
せ
つ
、
入
浴
）
の
一
部

ま
た
は
全
部
に
つ
い
て
家
族
の

介
助
か
必
要
な
六
十
五
歳
以
上

の
高
齢
者

②
身
体
に
障
害
が
あ
る
者

対

象

と

な

る
改

造

内

容

①
ト
イ
レ
、
ふ
ろ
場
、
水
道
設

備
等
の
改
造

②
手
す
り
の
設
置

③
段
差
の
解
消

④
高
齢
者
、
障
害
者

が
在
宅
で

安
心
し
て
生
活
で
き

る
た
め
の

軽
微
な
改
造

助
　
　
　

成
　
　
　

額

改
造
に
か
か
る
費
用
を
最
高

十
万
円
ま
で
助
成
し
ま
す
。
他

の
制
度
と
違
い
、
所
得
制
限
や

障
害
程
度
に
関
係
な
く
援
助
し

ま
す
。

利
　
　

用
　

方
　
　

法

改
造
を
希
望
す
る
方
は
、
役

場
福
祉
課
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

保
健
婦
・
理
学
療
法
士
・

ホ
ー

ム
ヘ
ル

パ
ー
・
建
築
関
係
者
等

の
専
門
化
チ
ー
ム
が
訪
問
し
家

屋
調
査
の
う
え
、
個
々
の
身
体

状
況
に
合
わ
せ
た
改
造
プ
ラ
ン

づ
く
り
を
し
ま
す
。

改
造
プ
ラ
ン
に
対
し
家
族
の

合
意
か
お
り
し
だ
い
、
工
事
着

工
と
な
り
ま
す
。
工

事
完
了
後

二
回
目
の
訪
問
調
査
と
検
討
会

を
開
き
、
工
事
完
了
の
確
認
と

改
造
後
の
在
宅
リ
（

ビ
リ
等
に

つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
住
環
境
の
整
備
が
あ
っ
て

こ
そ
、

そ
れ
以

後
の
さ
ま
ざ
ま

な
在
宅

サ
ー
ビ
ス
が
生
か
さ
れ

て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

改
造

費

の
う
ち

助
成

額

分

（
十
万
円
ま
で
）
に
つ
い
て
は
、

村
が
直
接
委
託
業
者
に
支
払
い

ま
す
。
助
成
限
度
額
を
超
え
た

分
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

村
で
は
改
造
に
要
す
る
家
族

の
経
済
負
担
を
最
小
限
に
押
さ

え
る
努
力
を
し
な
が
ら
こ
の
事

業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

9 ●福祉サービス紹介③
車イスでの移動が楽に

イス利用で炊事が楽に



広報よもぎた

知
つ
て
ほ
し
い
　
見
て
ほ
し
い

で
か
け
よ
う
！

ソ
ウ
ル
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
ヘ

青
森
空
港
国
際
化
促
進
協
議

会
で
は
、
国
際
定
期
便
の
利
用

を
さ
ら
に
促
進
す
る
た
め
、
各

種

ピ
ー
ア
ー
ル
事
業

や
こ
の
航

路
を
利
用
す

る
団
体
の
助
成
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼

ウ
イ
ン
グ
助
成
金

定
期
便
を
利
用
し
て
外
国
を

訪
問
し
、
訪
問
先
で
交
流
事
業

を
行
う
団
体
へ
助
成
金
を
交
付

し
ま
す
。
　
（
最
高
　

８
万
円
）

※
対
象
団
体
は
1
5名
以
上
（
乗

り
換
え
て
韓
国
・
ロ
シ
ア
以
外

の
国
へ
行
く
場
合
は
1
0名
以
上
）

▼

ア
ク
セ
ス
助
成
金

定
期
便
を
利
用
す
る
際
に
、

青
森
空
港
ま
で
貸
し
切
り

バ
ス

を
使
用
す

る
場
合
、

バ
ス
経
費

の
２
分
の
工
以
内
の
額
を
助
成

し
ま
す
。
　
（
最
高
　

８
万
円
）

▼
大
当

た
り
助
成
金

各
企
業
・
団
体
等
の
イ

ベ
ン

ト
（
大
売
り
出
し
等
）
の
懸
賞

と
し
て
、
定
期
便
を
利
用
し
た

海
外
旅
行
を
用
い
る
場
合
に
そ

の
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

（
最
高
　
2
0
万
円
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

青
森
空
港
国
際
化
促
進

協
議
会
事
務
局

青
森
商
工
会
議
所
地
域
振
興
課

a
0
1
7
7
－
3
4－

１
３
↓
工

次
代

を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

児
童
手
当

は
、
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人

に
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け

る
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の
社

会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育
成

及
び
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

▼
支
給
の
対
象

３
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
前
年
の
所
得

が
一

定
以
上
の
場
合

に
は
、
所
得
制

限
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
児
童
手
当
の
額
（
月
額
）

・
第
１
子
　
　

５
、
０
０
０
円

・
第
２
子
　
　

５
、
０
０
０
円

・
第
３
子
以
降工
ｏ

丶
　０
０
０
円

▼
児
童
手
当
の
支
給

原
則
と
し
て
毎
年
２
月
・
６

月
・
1
0月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前

月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

蓬
田
村
役
場
　

福
祉
課

ａ

（
内
線
　

２
３
３
）

お知らせ

9
7
あ
お
も
り
住
宅
フ
ェ
ア

す
ま

い
づ
く
り

標

語
・
写
真
募
集

平
成
９
年
９
月
2
6日
か
ら
2
8

日
の
３
日
間
、
青
森
県
・
八
戸

市
・
青
森
県
住
宅
フ
ェ
ア
実
行

委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、
八
戸

市
体
育
館
に
お
い
て
「
回
あ
お

も
り
住
宅
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
次
の
と

お
り
「
標
語
」
及
び
「
す
ま
い

の
写
真
」
を
募
集
し
ま
す
。

①
す
ま
い
づ
く
り
標
語
コ
ン
テ

ス
ト

ふ
テ
ー
マ

す
ま
い
ま
た
は
、
す
ま
い
づ

②
す
ま
い
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

・
テ
ー
マ

住
宅
と
わ
た
し

▼
応
募
資
格

・
県
内
に
在
住
の
方

▼
応
募
締
切

・
平
成
９
年
９
日
々
１
日

「
お
問
い
合
せ
、
応
募
先
」

〒
０
３
０
－

７
０

青
森
県
土
木
部
建
築
住
宅
課
内

青
森
県
住
宅
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
事
務
局

ａ
ｏ

工
７
７
－
2
2－

１
１
工
工

（
内
線
　
4
3
5
7

）

恩
給
や
共
済
年
金
の

受
給
者
の
皆
様
へ

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
恩
給

や
共
済
年
金
を
担
保
と
し
た
貸

し
付
け
を
、
お
取
り
扱
い
し
て

い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
昭
和
2
8年
以

来
、
延
べ
５
０
０
万
人
を
超
え

る
多
く
の
受
給
者
の
方
々
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

ご
　

返
　

済

担
　
　
　
　

保

連

帯

保

証

人

利
　
　
　
　

率

お

使

い

み

ち

ご

融

資

額

ご
　

利
　

用

い
た
だ
け
る
方

ご
返
済
金
と
し
て
お

客

さ
ま
の
年
金
や
恩
給

を

公
庫

が
受
け
取

り
ま
す
。

年
金
ま
た
は
恩
給
の

証

書

を
お
預
か
り
し
ま
す
。

１

名
以
上

年
２

・
８
％
　

（

平

成

９

年
７

月
2
5日
現

在
）

住
宅
・

レ
ジ
ャ

ー
・

事

業
資
金
な
ど
、
幅
広

く

ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

２
５
０
万
円
以
内

（

た
だ
し
、

年
額

の
３

年
分
以
内
）

共

済
年
金
や
恩
給

を
受

け
て
い
る
方

「
お
問
い
合
せ
先
」

国
民
金
融
公
庫

青
森
支
店
　
恩
給
係

ａ
ｏ
工
７
７
－
2
3－
2
3
3
1
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老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
取
っ
た
ら
、

証
書
の
提
出
を

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は
、
８
月
期
の
支
払
い
を

受
け
た
ら
国
民
年
金
証
書
を
、

役
場
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

提
出

が
遅
れ
る
と
、
打一
月
に

年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
他
の
公
的
年
金
を
受

け
て
い
る
方
は
、
年
金
額
改
定

通
知
書
も
忘
れ
ず
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

蓬
田
村
役
場
　

住
民
課

ａ

（
内
線
　

２
３
６
）

デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集

今
年
で
第
６
回
目
の
大
会
が
、

９
月
1
4
日
、
午
前
‥
1
1
時
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

約
２

０
０

名

の
参
加

選

手

（
村
内

選
手
６
名
）

を
迎
え
、

安
全
に
競
技
が
開
催
で
き
る
よ

う
、
次
の
と
お
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
　

時

９
月
1
4
日
、
９
時
か
ら
1
5時

▼

場
　

所

村

総

合

運

動

場

、

競

技

コ

ー

ス▼

内
　

容

選

手

の

誘

導

、

給

水

な

ど

▼

支

給

品
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全国育樹祭　９月28日

(青森県青森市)

つ た え よ う

世 界 へ 未 来 へ

青 い 森

テレホンガイド

役　　　 場　27-2111　　 保　育　所　　　27-2180

教育委員会　31 -3200　　 幼　稚　園　　　27-2042

FA χ　31-3201 小　学　校　　　27-2069

中央公民館　27-2076　　 中　学　校　　　27-2038

ト レ セ ン　27-3010　　 社会福祉協議会　27-2828

野　球　場　27-3090　　　　　　　　　　　　27-2077

よもぎ温泉　27-2170

日月 火水木金土
１２３４５６

７８９ 10 11 12 13

14 15插 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

９　SEPTEMBER

9月行事予定表
開催日 曜日 行　　　　　事　　　　　名 場　　　所 時間 担　　当

１ 月 書道教室 中　央　公　民　館 13 : 30中 央 公 民 館

２ 火 陶芸教室 // 9:00 //

８ 月 書道教室 // 13 : 30 //

９ 火 陶芸教室 // 9:00 //

// // １歳・２歳児健診 // 13 : 00福　　祉　　課

12 金 敬老会 ト　　　 レ　　 セ　　　 ン 10 : 00 //

14 日 第６回デュアスロンｉｎよもぎた大会 総 合 グ ラ ン ド 11 二00 観　光　協　会

15 月 東青支部消防団対抗野球大会 蟹 田 町 野 球 場 9:00 総　　務　　課

// // 第５回青森県民駅伝競走大会 青　　　 森　　　 市 12 : 00社 会 教 育 課

16 火 陶芸教室 中　央　 公　民　 館 9:00 中 央 公 民 館

21 日 東青地区若者交流会 三　　　 廐　　　 村 農 業 委 員 会

22 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13 : 30中 央 公 民 館

26 金 狂犬病予防注射 村　　　　　　　　内 福　　祉　　課

// // 交通安全母の会東青ブロック研修会 ト　　　 レ　　 セ　　　 ン 10 : 00総　　務　　課

29 月 書道教室 中　央　 公　民　 館 13 : 30中 央 公 民 館

30 火 陶芸教室 /ノ 9:00 //

11●行事予定表



祝
　
第
7
9
回
甲
子
園
大
会
出
場

！

７月28日、第79回全国高校野球選手権青森大会

の決勝が、県営球場で行われました。

１年生の時からレギュラー出場している光星学

院の坂本恭一くん（３年　長科） は、今大会打率

５割２分 Ｏ厘、本塁打１本、３塁打３本、 ２塁打

５本、安打４本と大活躍しました。

特に決勝では、山田高のエースから、 ２塁打 ３

本を放ち優勝への大きな原動力となりました。

恭一くんは、「決勝で打てて感激している、甲子

園では、ぜひ本県第１号の本塁打を打ちたい」と

甲子園出場への抱負を語ってくれました。

全国大会では、熱戦の末9 －10 と惜しくも敗 れ

ましたが、チームの４番打者として、 ２安打、 ３

打点と大活躍をしました。

広報よもぎた

み
～
つ
け
た

11

0

今から40年前(1957 年）、長科地区、隣組５班主体で行 われた

観桜会の写真です。

場所は、現在の長科公民館と精米所に挟まれた、長科川周辺です。

当時、河川敷には桜の木がたくさんあり、毎年盛大に花見の宴

が催されました。

思えば懐かしい顔々……。

今では約３分の１の方が亡くなり、ひざの上や抱かれた子ども

も今は、一家の大黒柱です。

藤本作蔵さん（長科）談　　 写真提供：下山嘉正さん（長科）

み～つけた／戸籍の窓口● 12

戸　籍　の

窓　　　口

人口と世帯数

(7月31日現在)

総人口　3,771人

男　　1,796人

女　　1,975人

世帯数　1,091世帯

7月受付分

お誕生おめでとうございます

ゆ　　
い

八 戸　 唯 衣

そう た佐 井　 聡 太

邦　彦

出
浩　行

早　苗

長女

長男

ご結婚おめでとうございます

･稲葉　 一雄（高　　　 根）

､高坂美穂子（青　 森　 市）

おくやみ申し上げます

小松　たや（阿弥陀川　89歳）

坂本　キョ（中　　沢　61歳）

編

集

後

記

５
月

か
ら
６
月

に
か
け
て
の
低
温

に
よ
る
稲
作
の
遅
れ
も
、
７
・
８
月

の
好
天

に
よ
り
、
平

年
よ
り
４

日
か

ら
５
日
早
い
と
の
こ
と
、
こ
の
ま
ま

順
調
に
推
移
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

る
。秋
の
豊
作
を
祈
り
な
が
ら
、
広
報

も
み
の
り
あ
る
も
の
に
と
考
え
る
。

皆
様
か
ら
の
寄
稿
を
お
願

い
し

ま

す
。

籌
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